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き
れ
い
ド
鰺
ら
れ
た
タ
イ
ト
ル
名

會治会晨床
・

り
時
“
町
脅
液
こ
で
．
ご
輩
肉
』

鶴
絡
れで気
湿
１
■

後方

崚
“ひ
と
つ
な
い
絶
．嬌
の
イ
ベ
ン
ト

ロ
や
ド
多
ぼま
れ
．
．
い
わ
く
う
祭
り
・

が
閉
催
さ
れ
ま
し
た
。
テ
ン
ト
に
は

．
”ス
顔
あ
ふ
れ
る
著
分
の
外
」
「
み

ん
な
ぞ
つ
く
ろ
う
。
ふ
れ
あ
い
の
街
じ

の
文
奪
が
１
フ
，レ
ー
シ
ー
ト
の
上
に
　
一　
の
イ
ズ
篤
漁
番
ビ
ー
ル
オ
を
“

ド
ジ
ャ
ー
ス
の
電
建
考
で
疑
り
上
が

，
マ
い
で
し
た
。

ｒ７
崎
暮
働
本
會
治
ハ
喉
よ
り
閉
会

の
ま
）葉
・．
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
の
島系
品
０

な
く
さ
ん
用
機
．ヽじ
て
あ
り
ま
一て
′。
み

な
さ
ん
ｒ
楽
し
ん
ぞ
く
だ
さ
い
」
。

次
に
、
全
員
で
ラ
ジ
オ
塔
揉
。

司
会
進
行
は
昨
年
に
引
さ
読
き
応
素

の
熊
谷
さ
ん
。
ス
一
色
の
衣
城
で
１
ハ

ザ
ー
の
落

・
口”
物
の
紹
介
も
あ
り
ま
し

ス́
（一プ
ｌ
ｒス
マ
は

．　
　
　
一フ
．生
ブ
」

（
備
・水
中
３
年
の
赤
光
さ
ん
）
。
エ

レ
ク
ト
ー
ン
戒
奏

（薯
上
さ
ん
親
ろ
）

が
広
薩
【さ
れ
ま
し
た
。

．グ
フ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
“盟
〕会
員
０
負

け
じ
ヒ
ズ
テ
ー
ジ
ぞ
「
人
生
い
う
い
ろ

を
傑
婚
．
イ
ン
ト
ロ
デ
ー
ム
ぞ
は
．
昭

和
・
平
成
。今
や
の
由
が
熙
毒
す
れ
、

正
解
碁
伸“
に
基崚
あ
下
糖
さヽ
れ
ま
し
な
。

親
‘
綱
引
き
に
大
人
υ
ガ
い
，
ぱ
い

頑
鍛
り
ま
し
な
が
ご
ま
の
力
分
）
て
子

揆
チ
ー
ム
が
絡
う
留
し
た
。

ホ
ー
ル
イ
ン
フ
ン
グ
ラ
ウ
ン
は
ゴ
ル
フ

は
、
力
の
れ
ガ
体
わ
か
う
な
い
る
盛
“
“

難
て
そ
，２
マ
．
２
，
３
履
薩
離ヽ
を
壕
く
し

て
や
，
ヒ
入
り
．
省
一み
を
手
に
１
，
。

板

新
親
“
購
入
さ
れ
な
紅
豊
幕

下
録
う
ね
．
で
ぼ
ら
し
い
ス
テ
ー

ジ
ゲ
患
義茶
ｒよ
が
り
ま
し
′１
．

ヽ
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景
・後
の
ビ
ン
ゴ
、，ケ
ー
ム
に
な
る
４

套
段
真
剣
藤
後
′
・
葵
表
さ
れ
る
歌
字

を
耳
を
澄
ぎ
し
て
閉
き
黎
り
．
．
リ
ー

タ
」
に
硫
い
て
え
孝
．
ビ
ン
ゴ
〃
ヽ
“

な
っ
た
一
～
二
位
ま
で
の
人
は
．
新
一米

を
償
品
ど
こ
て
ゲ
ッ
ト
ぎ
率
貧
し
よ
。

今
年
つ
な́
資
搭
参
教^
の
一嘉
”
核揉
よ
り
、

新
鮮
な
鮮
盆
零ψ釜
賓
静
と
し
マ
ざ
′く
残
い

な
だ
■
でヽ
し
な
。

中
口
副
会
瑕
よ
り
閉
か
の
ず
０景

．
手

残
壺
働
幹
オ
ｂ
楽
し
め
る
祭
り
の
テ
ー

マ
、
天
候
に
恙
ず
ね
夕
く
の
方
の
笑
顔

が
え
ら
れ
な
こ
と
．
た
く
さ
ん
の
方
の

力
の
お
句
け
ｆ
・

来
年
や
来
て
く
だ

さ
い
」
で
髯
嗜
“
今
体
７̈
．
殺
貫
）
嶋^

“
後
オ
付
け
に
入
り
雪
し
た
。

魔

例

は

な
グ

）

一
、
Ю
月
拳
動
報
を

多

定
例
会
議

％

議濱
猾
ｏ
リ
サ
イ
ク
ル
を
動

％

ペ
タ
ン
グ
大
会

」
″　
コ
ミ
セ
ン
バ
ニ
西
・″奪

‰

広
報
．
い
わ
く
う
」
２
３
２
号

ク　
認
知
症
声
い
け
訓
、鰊

‰

さ
わ
や
か
フ
ェ
ズ
ダ
（
靖
水
中

，　
毛
ル
ッ
ク
大
会
（麻
生
ω
′―、
）

％
Ｉ
く
廉
費
亀
，
く
り
揚
う
う
会

ス
，
”
周
考
野̈
そ
た

％

だヽ
例
合
教

％

搭
掃
ｏリ
サ
イ
ク
ル
播
窃

ク　
祭
り
の
準
備
（
テ
ン
ト
た
）

％

い
わ
く
ら
祭
り

％

市
費
夕
４
礎
全
育
戌
大
会

％

火
萩
ザ
く
り
象
議
会

場

礎
堰ヽ
稲
社
ま
つ
り
（蘇
生
ω
小
）

％

徴揮
〈訓
錬
（９
時
～

火
高
）

大
規
模
災
塔
彎
の

高
齢
考
避
難
訓
．錬

％
■
た報
，い
わ
く
ら
」２
３
３
晉

二
、
口
覧
文
響

。
す
い
「
核
の
政
輩

・
校
区
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
な

”
月
”
曰
↑
）

，ス
生
口
小

謙勤崚症声や`けか蹂 (1%)1郎ο～麻生口′]ヽ

可劇り`
・
あ′サまし女りヾ.葬書の形り`らの語りりヽ(1つヾ

とてoわつヽ`)ゃすくマ夜りヽ,′くと9、 まヽしr〔。業

知症及び
・
声|｀〔すのポイント(で ついマの蓄熊をは.お

0しろくでどて0′(め t(なるお:をゼし′で。

声りヽ11争Il錬ぞは.為木台治会晨●ヾ認知症ぞ何め

わ0｀うτい役を護じらた.声つ`(ず投の間い0｀りtt
rこ ユl`ど こ・…?」 じ困っな標

`ぞ
塔えたりしマー。

国
、
客
爵
．堪
項

ｏ
い
わ
く
あ
嫁
手
り
に
つ
い
て

ｏ
簡
災
劃
課
（
参
”
オ
％
名
と
晨
蚤
）

役
受
“
８
崎
３０
ハ
・果
金

ｏ
怖
犯
ヵ
メ
ラ
‥
・
３
ヵ
着
葬
確
ヤ

ｏ
蒟
公
劇
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
の
新
設

、補
助
曖
だ
．
一
月
に
新
教
そ
宅

。
イ

ノ

シ

シ
「対
崚
求
“
つ

い
マ

調
整
沌
４
ン
ス
の
穴
↓
高
り
晨
に

導
史
督
療
物
案
団
口
収
益
全

（
公
ん
萄
）

０
月

‥
ム

八
．
二
一
〇
円

『
つ
月
の
主
智
子
え

】

１４
ョ
（自）
０
ち
つ
き
大
会

２１
會
（冒）
公
民
甕
大
漏
餘

，罠
閤
バ
ト
ロ
ー
ル

わそう|
吾
　
凛
　
句
　
会
　

　

”
月
の
一句

本
・ス
の
一働
き
石
壇́
ス
のヽ
安
　
　
　
嬌
ス

今
日
は
叡
の
吟
行
で
芦
文
方
も
へ
行
，
マ
き
ま
し
な
。
主
憎
の
輛
で
し
な
が

嗜
雨
模
練
◇
乙
な
０
０
ヒ
は
一致
一の
現
山
や
宿
場
町
の
凰
構
を
．薔
寵
し
て
き
資
し

た
一
昼
食
は
え
を
く
ば
し
マ
水
候
の
「
面
コ
」
へ
貝
臀
た
余
は
４
品
で
し
た
。

渇
り
は
心
．パ
の
依
敷̈
戒
跡
を
詠
ん
だ
０
の
。
こ
の
日
”
霙
が
仏
く
警
れ
こ
め

て
．
天
空
の
ぃ城
の
よ
う
に
る
垣
が
安
ユら
く
舞
え
る
景
亀
が
，
家
的
で
し
な
メ
奪

語
が
療
ι
立
つ
石
垣
ヒ
」晨
し
い
鷹
え
を
物
諮
る
よ
う
ぞ
灸́
ヤ２
な
選
択
と
な
，
な

、
い
行
な
女ヽ
マ
は
の
一
り
。
　
　
　
　
ス
のヽ
空

＝＝

冬
の
恋
語

饉
崎
Λ
蚤
業
集
中
ぞ
す
．

体

育

部

長

り

町
肉
封
れ
モ
ル
ッ
ク
大
会
が
あ
り
．

ュ層
稔
０
の
オ
ッ
サ
ス
ズ
（島
本
ゴ
蘇
ン‐―
．

僣
・山
・
松
綺
）
が
完
春
機
藤
し
ご
し
な
。

ご
協
力
に
感
謝
′
入
事
・畜
？
歌
喉
”
）
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